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DOT·+·FeCl4-塩、DOT·+·FeBr4-塩、並びにTOT·+·FeBr4-塩の三種の化合物が、それぞれ、約8K, 11K, 8Kで反強
磁性体に相転移することを見出している。 
 第四章において、ニトロニルニトロキシド置換酸素三架橋トリフェニルアミン（TOTNN） 及びそのラジカ
ルカチオン種（TOTNN·+） の合成と磁気的性質について検討を行い、TOTNN·+·GaCl4-塩が弱強磁性体（Tc～
2.5K）に、TOTNN·+·FeCl4-塩がフェリ磁性体に（Tc～3K）に磁気相転移することを見出している。 
 これらの結果は、ラジカル置換ラジカルイオン種を用いる始めての磁性体の合成及び特性化を含むものであ
り、関連する分野の発展に大きく寄与するものである。よって、博士（理学）を授与するに値すると審査した。 
